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京都女子大学人文学会会則

第1条 (名称)本 会は京都女子大学人文学会 と称する。

第2条  (目的)本 会は会員の人文関係諸学の研究の促進 と会員相互の親睦 とをはかるこ

  とを 目的 とす る。

第3条 (事業)本 会は前条の 目的を達す るため下記の事業を行 う。

 1.研 究発表会,公 開講演会の開催

 2.機 関誌の発行およびその他の出版物の刊行

 3.そ の他必要 と認められる事業

第4条 (会員)本 会は正会員 と賛助会員 とによって構成 される。必要に応 じて名誉会員

 を置 くことができる。

 正会員……本学の外国語準学科および人文科学関係科 目に属す る教授 ・助教授 ・専任講

  師および助手,又 はこれ に準ず る教職員

 賛助会員…本会の趣 旨に賛同 して入会を希望す る本学関係の職員並びYT学 生又は元会員

  で会員資格の継続を希望す るもの

 名誉会員…本学会の元会員であって総会で承認を受けた教職員

第5条 (入会)新 たに入会 しようとす る者は正会員による総会の承認を必要 とする。

第6条  (役員)本 会 に下記の役員を置 く。

 会長 1名

 幹事 3名

 役員は正会員の教授 ・助教授および専任講師 の中か ら選ぶ。

第7条  (運営)会 長は本会を代表 し,本 会の運営にあた る。幹事は会長を補佐 し,本 会

 運営の実務を担当する。事務局は会長の所属す る共 同研究室に置 くことを原則 とす る。

第8条  (役員の選出)役 員の選 出は正会員の互選に よるものとする。

第9条 (任期)前 項 の役員の任期 は2年 とする。但 し,再 任の ときは1年 とし,再 々任

 は認めない。

第10条  (編集委員会)機 関誌お よびその他の出版物の刊行のための一切の事務を行 うた

 め,編 集委員会を組織す る。

  編集委員会は,幹 事 お よび必要に応 じて会長が委嘱する編集委員をもって構成す る。

  編集の方針に関 しては編集委員会に一任する。但 し,必 要に応 じて編集委員会は編集

 に関 して特別委員会を設置す ることがで きる。

第11条  (会員の権利義務)正 会員お よび賛助会員は所定の会費を納めな け れ ば な らな

 し・。

  会員は機関誌の無償配布を受け,機 関誌お よび研究会において研究成果を発表するこ

 とがで きる。
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第12条 (会費)前 条の会費は第3条 に定める事業および総会,役 員会などの開催に要す

 る経費にごあてる。

第13条  (会計年度)本 会 の会計年度は毎年4月1日 に始ま り,翌 年3月31日 に終わる。

第14条 本会会則の改正 ・変更に関 しては,正 会員をもって構成する総会の決議に よるも

 の とす る。

付 則

 昭和42年11月1日 施行

 昭和49年5月1日 改正

 昭和54年2月23日 改正

 昭和54年11月17日 改正

 昭和60年2月15日 改正

 昭和61年5月14日 改正

 昭和62年2月13日 改正

 平成7年5月11日 改正

 平成10年5月15日 改正

 平成11年7月7日 改正

 人 文 学 会 慶 弔 規 定

第1条 人文学会会員の慶弔 ・傷病等の場合はこの規定に より慶弔金,見 舞金等を贈る。

第2条 この規定に適用され る場合は次 の各号 とす る。

 (1)会 員の結婚の とき

 (2)会 員の退職のとき

 (3)会 員の1ヵ 月以上の病気のとき

 (4)会 員の死去の とき

 (5)会 員の父母,配 偶者の死去のとき

 尚,会 員に贈られ る金額については,内 規に よる。

第3条 第2条 の各号以外の特別な場合は,こ れに準 じて考慮 し,必 要に応 じて総会の承

 認を得なければな らない。また,こ れ らの慶弔t見 舞金などに対 しての返礼は一切辞退

 す るものとする。

第4条 上の規定の変更は総会の承認を必要 とす る。

付 則

 昭和42年12月10日 施行

 昭和54年1月10日 改正

 昭和60年2月15日 改正

 平成7年6月7日 改正

 平成11年7月7日 改正
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『人文論叢』発行細則

1.編 集委員会は年度当初において発行計画を発表 し,遅 くとも原稿締切の1ヵ 月以前に

 会員にその旨通知 し,寄 稿者は遅 くとも締切の15日 以前に原稿枚数を編集委員会に通告

 す るもの とす る。

1.執 筆原稿は400字 詰用紙50枚 以内を原則 とする。

1.冒 頭に400語 以内の欧文の要 旨をつけ ることができる。

1.使 用の文字は原則 として当用漢字 とし,新 仮名遣いを用いるもの とす る。

1.初 校,再 校は執筆者の校閲を経 ることとし,三 校は編集委員会において校正するもの

 とす る。

1.執 筆者には抜刷30部 を贈呈し,そ れ以上の抜刷が必要な場合は,実 費を執筆者が負担

 するものとする。

付 則

 昭和42年11月1日 施行

 昭和54年2月23日 改正

 平成7年5月11日 改正

人文学 会会員(50音 順)

〔名誉会員〕

  石田 慶和   瓜生津隆真   小熊 勢記   金田 成雄   芝   黙

  酒井  吏   杉本秀太郎   瀧野徳三郎   寺川 幽芳   禿氏 好文

  中川  淳   長安 章俊   三渡 幸雄   霊山 勝海

〔会員〕                             ◎会長 ○幹事

  愛甲 弘志   青木 謙三   大國 義一  〇岡本 史郎  ○愛宕  出

  河野 哲二   佐々木恵精   H.Dauer   高橋 達明   竹内  亨

 ○竹中 康雄   張   猛   G.土 井   L.Dorji    西村 秀人

  野村 伸夫   橋本 草子   福永 俊哉   C.Morel  ◎吉村 宏一

  和田 俊昭

〔賛助会員〕

  舟橋 和夫

98



編 集 後 記

『人文論叢』第53号 をお届けします。

本年度の人文学会 の行事及び会員の異動は次の通 りです。

04月 に新会員として土井Gisela氏(ド イツ語)を お迎えした。

05月12日 に総会 と歓迎会を開催。

010月20日 に予定 していた公開講座は台風のため11月17日 に変更 され,

 本学助教授西村秀人氏に 「平凡の趣一中国明代の性霊の詩説」 と題 し

 て,衰 宏道の芸術観の変遷について興味深い講演をしていただいた。

○本会員の大國義一氏(経 済学 ・博物館学),岡 本史郎氏(ド イツ語)

 は3月 末 日を もって定年退職 となる。

○長年にわたる会員の皆様のご厚誼に感謝 し,人 文学会の更なる充実 と

 発展を願 って止まない。               (岡本記)

平成17年1月20日 印刷

平成17年1月31日 発行
(非売)
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